
 

 

  



 

～講評～ 

大問１ 分子の形状に関する問題。いずれも標準的な問題で、問３は問題文にある「非共有電子対は共有電子対を

押しのける働きがある」ことを考えれば解ける。 

大問２ 酸素とその化合物に関する問題。問題集にも出てくるような典型的な問題なので、ここは完答したい。 

大問３ モール法による塩化物イオンの定量の問題。解いたことのある受験生も多かっただろう。問４は問題文か

ら滴定の終点を読み取ることはできないが、塩化物イオンの濃度と銀イオンの濃度が等しくなった時と解釈

すれば E となる。 

大問４ 有機化学の問題。問３のアセトアミノフェンや問５の配向性（カルボキシ基、アルデヒド基、スルホ基など

はメタ配向性を示す）など、深くまで化学を学習していないと解けない問題も含まれていた。 

大問５ イオン交換樹脂に関する標準的な問題。ここは完答したい。 

 

 出題形式や難易度は１日目と同じく例年通りのため、ボーダーは 75％程度になると思われる。 

 


